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5ec し至ons 　of　stoniaCh ，

　 Observat．ion − ln　 fundus 　 91Rnd　 area 　 t・he 　 P：−Lriet ・rt・l　 eel 豆呂 are 　 distributed　 unif 。 nmly 　 as 　 the

number 　 o 五 40 　to　50011 　 the 　 lmit 　length．　 Vsed   ・08 　mm 漣 伽 unit 　length・ Pぎ1。r壅c　 glftnfl
lac．kg もhe ｛｝el巳absolu 毛ely ．　 The ・fandus　gland　 area 　 showS 　a 乞1五angle 　with 　the　greater’curve

as 　the　base　and 　area 　5　a8 もhe　apex ．　The 　ce 鑒l　decreases　in　i  numbel ・to   mpi ｛lly　near

the　apex 　bu も gra （藍ually 　 near もhe　base
，
　and 　chauges 　in航〕 PyIoric　glan（l　ar 巳a ．　 No 　diHfereロce

wa5 　0bserved 　lretween　male 　 and 　femal　 adult 　 I
・
tLt．

　 The 　p 匙rie むal　ceU 　begins 秋） differentliate　at 　aboutl 　one 　week 　after 　birth　and 〕nakes 　area

lG　or 　ll　as 　its　incre蘭 ing　center ．　 Then 　one 　expands 　tO　pylolu8　alGng 　the 　9・teaLter　 curve 、

and 　the 　ether 　t（〕　c島rd …a　aleng 　the　marghl 　of　the　oesophageal 　part・　 M 譲1e　 Iセ aoh ｛｝s　 adull

cori （lition　 a，t　130　mm 　 head 　and 　bedy 　length　a．nd 　 fema1
，
120 皿 m ．
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old 　 rats ．110 肛ger もhan 　160　m 皿 1．
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　 高等哺乳動物の 胃に 噴門腺・（Cardiac　gla．nd ｝， 腎底腺 4Fundus　glalld｝， 及 び 幽門腺 ｛P｝
・loric

glan4 ）の 3 種め淌化 腺が 存在 し ， 是等の 浩化 腺は 胃液を分 泌 す る と 言 は れ て ゐ る主 細 胞
i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　’

【Chief　eel1 ｝と，鹽酸を分泌す る と考 へ られ て ゐ る壁細胞 ｛1’
arietal 　 cell ，） と よ・り成っ．て 屠る ．事

は 古 くよ り知 られ て ゐ る。而 して 是等 3 種 の 淌化腺の 分布欺態は 既に 多 くの 動物 及び 入間 に

就て 相當に 廣 く研 究 され て ゐ るが ， 壁細 胞の 分布 を精密に 觀察した報告は 少 い e ．もっ と も， 壁

細
．
胞は．胃底腺に 最も多 く， 噴門 腺に は少量存在 し幽門腺に は全 く含 豪れ て ゐな いの で あ るか

ら， 誚化腺の 分布を取扱 へ ば間接に 壁 細 胞の 分布 を云 々 す る事準ほなるが ， ．直接 とめ 細鞄の

労布 を証録レた もの は甚だ少 ）・ 。19，・34 年に 發表 され た E ．H ．蝕 R 賦 舩 の 論支が其代表 的の

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 489
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もの で あ る 。 同氏 ぱ 人間の 胃に 就 て 定 量的 に 此細胞の 分布 を論 じ， 更 に 健 康な る材料 と種 k

な病 的の 胃 と を比 較 し て ゐ る。氏の 述 べ る所 に 依れ ば ， 胄體 の 大部 分 を右め る 胃底腺に は 壁

細胞は 一樣に 分布 して ゐ る e 唯小灣部 の 胃角 （Angle ）の 附近 と噴門腺の 分布區域 と に於 て は

明か に 約 50 ％ の 減少が 見 られ る e 而 して 壁細胞 の 全 く無 い 幽門腺 と の 移 b變 りは 小 灣部 に

於 て は 胃角の 附遲に於 て 突然的 で あ り ， 大題蔀に 於 て は徐 々 に 移行 して ゐ る 。 rpcd病 的缺陷

の 存在す る 場合 に は共附近 に 色 凌 の 程度 の 壁細胞の 減少或 は淌化 腺の 破壌 等が 見 られ る と a

　人開の 胃は何分相當に 大 きな もの で あるか ら，｝触 6｝温 は 胃壁 に 1
，
2 の 代表 的 な場所 を選

定 して 共 部分 の 截 片 を作 つ て 全 體 の 分布 を推理 論斷 した の で あ る 。

　著 者等は コ キ バ ラ ネ ズ ミ Ruttus　loseα 　（s“
’
LNHOE ）　｝C 就 て 共材料 の 豐富な事 と胃が比較的小 さ

い 事 と を利用 し て
， 胃全 體の 連續截片 を作 り，此壁 細胞の 分布欺態 を定量的 に 觀察 したの で

あ る 。
こ の コ キ バ ラ ネ ズ ミ に 就 て は先 年青木 ・田 中兩氏 の 外形的觀察 に 依 り， 頭胴長 130 ・nnn

以 上 は減醴 と認め て よ い と論 じ て ゐ る が ， 此事 と關聯 し て 著者等 も亦 年齡的變化及 び性的差

異の 有無 に まで 論 及 した の で あ る。

　　　　　　　　　　　　　　　 材　料　と　方 　法

　材 料 は 前 に も述 べ た 通 リ コ キ バ ラ ネ ズ ミ 茄 勲 粥 ioseα 〔SWINHO ）1｝で あ る 。 これ は臺灣の 窄

地 ic最 も普通 な野鼠の 1 種 で ，著 者等 は野外 に 於 て 捕 獲 した もの も亦飼育窒に 於て 飼つ た も

の も共 に 使用 した。

　胃は滿腹時 に は 擴大緊張 して ゐ るが室腹時 に は縮小牧歛 して ゐ る。 夏 に 生 の 材料に 直接鋏

を入れ る 時は粘膜 が反 轉 して 原形 を失 つ て 了 ふ。 是等の 歓點 に 封 し て 著者等 は鼠 を扼殺後直

ち に 注射 器 を以 て 胃 中に 固定液 を十分 に注 入 し ， 其擴張度 を一
定 に す る 一方，速か な る 固定

に 依 り粘膜の 毀 損 ， 自己淌化 と共 に 錻 を入れ た時 の 反轉を防 い だ。固定液注入後少時 に して

食道 よ り鋏 を入れ て 小灣部 よ り大灣部 へ と切 つ て 胃を背腹の 兩壁 に 分ち ， 内容物 を洗 ひ 出 し

て 再 び 固定液 に 入れ
一
卜分に 固定 した 。悶定液 は昇汞醋酸，8％ フ ォ ル マ リン 及 び醋酸 ア ル コ ー

ル 等簡單な もの を選び ， 立石 氏 （
！32）の プ チ ール ア ル コ ール 法 を用 ひ て パ ラ フ t ン に 埋 藏 し厚

さ S
，
u の 連績切片 を作 つ た。染色 は ヘ マ トキ シ リ ン

・エ オ シ ン 或は ヘ マ トキ シ リ ン ・ エ リ ト ロ

ジ ン を用 ひ 再び プ チ ール ア ル コ ール を通 し て バ ル サ ム で 封 じた 。 斯 くの 如 く簡單な固定液 と

普通 の 染料 とを用 ぴ て 壁細 胞は 赤 く明瞭に 染色す る 事を得 る。次 に 壁細胞定量の 方法を述 べ

れ ば ， 第 1 圜 に 示 す如 く胃壁 に 14 の 場 所 を選定 し， 共各場所に 相當す る截片の 面上 に 就て 細

胞の 數 を定量 した 。
α081mn を單位長 と し ， 此 單位長 を滄化腺の 底部 皀卩ち筋粘膜の 上 に 重ね

る 。 そ し て 單位長 の 上 に 立 つ 淌化 腺 中 に 含 まれ て ゐ る壁細 胞の 數 を底か ら頂 ま で 全部數 へ た。

此樣な方法 を用 ひ る爲總 て の 部 分の 腺 を縦 に 切 る事 に 最大 の 注意 と努 力 とを拂 つ た。

　　　　　　　　　　　　　　　 肉　眼　的　觀 察

　一見 して 他 の 種類 の 鼠の 胃と大差 は無 い 。 胃の 内部の 樣子 を腹面 よ り見 る と先 つ 目 に つ く

の は ，略 中央 よ り左右の 兩部 分に 明瞭 な區別 が 見 られ る事で あ る 。 左牛分は 胃壁 が薄 く色 も

白 く牛透明で あ る。此部分 は組 織的 ICは食道 と全 く同 じ表 皮で 被れ ， 食道上 皮部 と龝すべ き

所で あ る。 右牛分は 壁 淳 く肉色 を呈 して 組織的 に は 淌化腺で 滿 ち ， 眞 の 胃と も言 ふ べ ぎ部分

で ある 。茲 に は假 に 泊化腺部 と稱 へ や う 似 下第 1 岡參卿 。
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　食道は 小灣部 の 中央附 近 va 開 口 し其直下或 は稍幽
’
．・

門 に 寄 つ た 所に 人 聞ρ胃に 於 け る 胃角 侮 ngle 片こ相當 ．　 tt

す べ き 厂 くびれ 」 が ある ．小 灣部 に て は此 「 くびれ 」 ．

に 於 て ，食道上 皮部 と消化瞭部≧ヵ境 を 接 して ゐ る 。

兩部の 境は全線に 亘 つ て 食道上 皮の 高 ま つ た堤 を形 　

成 して 甚だ明瞭で あ るが ，此堤は 第 1固 に 示 す 如 く小

灣 部 の 近 くで 2 度 屈曲し，噴門の 直下 か ら大灣部 の 方

に 向 っ て ゐ る 。 、更 に 今 1 つ 注意 す る事 は ，此 胃角の 所

か ら斜 に 弧 を畫 い て 大 灣の 方に 向つ た 顯著 な粘膜の

皺が 1 つ ある
。 ．後 に 壁細胞 の 分布 と 重 大な る 關係 を

有す る皺で あ る か ら注意 して い た だ き度 い 。
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t

　　　　　　　　　　　　　　　　．壁 細
厂
胞 め ｛急 」布 ．．

1・．牒 體 青木・由輛 氏 （
・34）の 痛 匹形翻 定鋤 搬 に

「
よれ ば ， 此蹴 頭 1脹 ・30・m 。、

以上 の 解）は雌雄共 に成體 と認め て 可な

．
る事力く報告 ぎれでゐ

’
る。 それで 今著者等は ユ211nm

よ 興 緲 靉鮴 に 籔る闇の 數匹 の 材料 に つ い て 其壁細胞分布の 歌 態を觀察 した 。 是等の 摺は 肉

購 絢に
．
蚤滋 職 寄黛蟲絳無 く紐織的 に も異欺は認めちれなかつた もの で ある。

　，鰰 こ承 し允第 1表 は是等の 鼠 の 胃壁た逡定 した 14 の 各場所に就 て 壁細胞の 干均實在數 を

示 した もの で あ る 。

　小灣部 ： 第 1 表 に 示 す如 く第 1 區 ， 第 2 區及び第 3 直は 6で あ る e
、帥ち是等の 部分憾冷

く幽門腺の み存在 し ， 1個 の 壁細胞も見 られない 。換言せ ぱノN彎部 に 於 て は 胃角 の 所 に 於 て 食

道上 皮部炉直撞幽門嘩と境を接 してゐ るめで あ る 。 第4 蹙；第5 區摩美み境界堤の 第 1 隅及び

第 2 隅 に 近 く取たの で ある演，：第蔓區は 、193 ， 第 5直は 45．56 數値を示 して ゐ る。前 に 胃角
．
か ら斜 に大灣部に 向つ て 楚つ て ゐ る特殊な皺の 事を書い た が ， 此皺 の 所か ら壁細胞は 出現 し

始あて 急激暉 轍 を 勵 皿し 第 嘔 鯲 て は 40 − 50 燵 し て居 る。獅 區の附近 は噴門腺
．と思 はれる淌化腺が 存在する所 で ある が 胃底腺 と の區別が 明瞭 で 無 く， 壁細胞 も其數の 上 か

らは格別 の 區別が見出されない 。第 4 區は細胞が急速 に増加 しつ つ ある部分で ある爲 僅か 幽

門の 方 に寄れ ば壁細胞の 數が相當に 減少 し ， 少 し く噴門の 方 に偏すれ ば其數は大V ・に 増加す

る
。 此淌息は甼 均價に 於ける確牽誤差の大な る事に 依つ て も十分 に うか が へ る と思ふ 。

蹕 韻 大鰤 鯲 て は第 嘔 の み t‘・で あ る・小鱗 鯲 て 騏 全長 を占 め た幽門撚 ．
大 灣蔀に 向つ て 斜に狹 く其分布區域 を有する事が明 か に なつ た。壁細胞は窮 6 區 と第 7 匿 と

の 中問よ b現れ て 徐 々 に 其數を増加 して 行 く。 第 7 區は増加の 中悶に あつ て 26．o　k る値 を示

し，第 8 區で は 40 を突破 して 甼均 41．8 となつ て ゐ る
。 以 後第 9 匿 ， 第 10 區 及び第 11 區 は

孰れ も夫 々 44．8
；
43．4 ；42．9な る雫 均値を示 し

一機 な分布 を認 める事が 出來 る。此 40・一一50の

數 が コ キ バ ラネ ズ ミ に 於 て は壁細胞の 最大數で あ り， 而 も大部分を占め る數で ある。

　中間部 ： 第 12 區は 26．0 なる數値を示 し，此 處で は 小灣部 よ り徐 々 に
， 大灣部 よ り急迹 lc，

壁 細胞が増加 し て ゐ る。而 して 第 12區は第 4 區と第 8顧 との 中央に と つ たの で ある か ら， 幽

門恥 胃底腺 と の 境界 麟 め va直線的で は 無 く 1 つ の 弧を畫 い て ゐ る事が明 か で あ る。之 が

胃角か ら起つ 花皺 に 基準 して ゐ る事は 興味深 い 事で あ る。 錦 13 區，鑑 14 區 は各 43．6 ；43 ．5

で最大數 を一樣に示 して ゐ る1　
』

、　　．　　　　　　　　　　　 ．

　これ を要す る 1
斧成體ρ胃に於て 磨大灣 部の 木部 分を底邊 と し食道上皮 部 との 境 を

一
邊 と し

第 嗣匿即ち噴門 の 直下 を頂 點とす 多が如 き1 つ の 三角形内 に 壁細胞は 40 乃至 50 の 數 を以 て

．一樣な分布をな して ゐ る1そしで 此三 角形の 他の 一
邊 は幽門に 向っ て 凹ん で 居 窮 此邊に 沼っ．

て壁細胞は
一

小灣部鐘 くでは急逑1亡
， 大 灣蔀で は徐 々 に 一

そ の 數を1戌じ邃 に零に なつ て
，

幽門腺 に 移行、して ゐ るの で あ る 。 ．
．

蹄 一都助 げ 硬 遮 背側壁に方誓 も閥艦 に 於て も以 」手
の 如 き分布 を同樣 に 示 L ， 差

．

窕脚 騨1騨 ｝物
こ の こ とは鞍 中囃 靺 融 糠 を

騨
鞭

・2・ 性 的差 異 成體の 冑に於 げる壁細 胞分布の 駿態 を今度は積劃 に 見 て 比 較して みや つtt

1

引
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　第 2表 で 明か な如 く，各 區の 數値の 上 に は差 は認 め られ

な い 。 叉 分布の 樣子 に も 變 りは 無 い
。 唯 1 つ 成體の 分布

ic逹す る時期に 多少の 差 が 有 る．即ち雌で は頭胴長 120mm

以 上の もの は 成體の 欺態に 逹 して ゐ るが ， 雄 で は未 だ十分

で ない 。1蜘 mm 乃 至 車261 ゆn 等の 材料で は 多 くは第 5 區

が ， 叉 稀に は第 嘔 が遽れて
， 前 に 蓮べ た 様 な成體の 最大

數に 逹 し て ゐ ない
c 雄が 完 域す る の は 130　mm に 至 つ て か

らで ある 。

青木 ・畊 觝 の 研 究収 體 の 壱 色嚇 匕・ 騨 ・ ・ ， 覧黙 鰹 鸚 繧翹 ：
こ れ と同 じ く雌が 稍雉 よ b も早 く域軆の 色彩 を呈する事 　 細斜線部 ，

1− 2・ （｝

　　　　　　　　　　　　第 　2 　表…　 帷 堆 別 に 比 較 した 各 砥 の 細胞數
』

性 刑 1　 2
　

丶i　　
．一一

引
o
　

o

♀　　   　　　o

314 　 5 　 6 　 7 　 8 　 91011

0　　1　20．0 ｛423 ・　0　　　25．2 ，　毛L2，1　　42．7　　413 　　4〔）・6　　27−o ，1

・ h ・・ 融 ・ ・ 1　…
．

弸 4・ ・ A3・・［…

唄 13i14

漏 購騰
が述 べ られ て ゐ る が，此 一致は 面白い 事で あ る と思 ふ。　　　 　　　　 　　　 ・

3 ． 年齡的變化 幼 兒が母 の 胎 内 vaあ る と きは 今考 へ re　5．tL−1・
， 誕生直後の もめ か ら觀察

して み よ う、 年齡的變化 の 基準は頭 胴長の 増加 に 置 い た。 誕生 直後の 材料は頭瞬長僅 か に

30mn1 前 後で ， その 胃は 肉眼 的に 食道上 皮部 と消 化腺部 と を明瞭 に 見分ける事が 閏豪るが ， 癰

織的 に は未 だ上皮組織の 高 ま 霞が 數 多 く出 來て ゐ るだ けで 腺 の 形 をな して ゐ ない 。
’
鴬然氈處

に は 壁細胞は 全然見 出し得 な い ． 生後 7 日 目に は幼兒 の 頭 胴長 は 48 瓣 n に域畏 し ， 冑中樗

は 母 乳が 滿ち て 母 乳 の 吸牧 が行はれて ゐ る 事 は 明か で あ る ． 組織 的 に は上 皮組織e）thfUt9，ms
んで 短 い 單 管状の 腺が出來上 りつ S あるが まだ 細胞 の 分化は 砥 く典型 的 な壁細胞は覯 して

ゐ な V 。唯潰化 腺の 底或は 中央部 附近 に 緻 密な多少 エ オ ジ ン 嗜静 性の 原形質を有し ， その 中

央 va圓 V・ 核 を有する 大形 の 細 胞が 見 られ る。 こ れ は確 か に 壁細胞 に 分化 しつ つ ある表良績胞

で ある と思 はれ るが ，
こ の 機 な細胞 は廣 く胃體の 各肺 こ 見 られ る 。誕生後 葡 日臼鉚 ち離甑期

の 幼兒は頭胴長李均 6蚋 m で そ の 需に は母 乳 と 少量 の 他の 食物 とが 麗合 して ゐ る。湧化腺

は域熟體に比較す る と きは 著し く短 小で あ るが ， 紐 織的 分化 は 完発 に 脣は れ 少數の 壁 細泡が

fii3化腺 の 管 壁 va見 られ る．此時 の 壁湘 胞分布の 横子 を圃示 す る と第 3 鹽 A の 如 （で あ る 。 此

，時 單位長上 に あ る 壁細胞の 數は第 10 區 或は 第 ユ1區で は 2S．O 及 び 2騒 で 最 も多 く， その 周圍

の 第 9，，第 13
， if・14 の 各區 は 21前 後の 數 ，共又外 側の SS・4， 第 7

， 第 8
， 第 12 の 各區は 11

前後の 數 を示 して ゐ る。共後頭 胴長の 壌 加 と共 に そ の 數 犂噌 し消化 腺の 管長 も長 くなつ て 行

く．か くて 頭胴長 88mm 乃至 9。　m ・・ の 時に 第 ユ0區或は第 1嘔 の β付近 で 壁細 胞の 數 za・4°

を超過 し 先 づ 域熱體に 於 け る最大數に 蓮 す る ｛第 3 囲 B ， 此時の 細 胞數 は背側 堕で鎮 9 區

譌 8．5，第 1幅 ＝ 39．0，第 1嘔 ＝43．3，第 ユ嘔 ＝ 37．3
， 第 1嶇 ；一　3q．　．9， 腹側壁 聡 第 嘔 ＝

36鳥 鏘 10 區 ＝ ・41．2
， 第 U 區 ＝44．6，第 13區 ＝ 39．1，第 14 雹 邑 39 ・6

， 共周圍 の第 5
・ 第id・第
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　　 12
， 第 8 の 各區 は 22 乃至 29 を示 して ゐる。前述 の 離 乳期 の

　　，もの と比較 する と明か な如 く， 第 10 画乃 至 第 11 區が壁細胞堰

　　 繍の 中心 で あ つ て ，此處 か ら一方 は 大灣に 滑 つ て 幽門の 方‘こ，

　　他 の 一方 で は 境界堤 に 滑 つ て 噴 門の 方に と壁 細胞墸 加の 波が 波

　　及 し て 行 くの で あ る 1第 3 圜 CL か くて 大灣部 で は 第 §區 が ，

，
雫

噴 門 の 方 で は第 嘔 が知 40 以 上の 數に 逹 して 安定 し 胃は 完

　　全 な成熟驩 ¢）細胞分布 を示 すの で あ る。分 布の 完 成 す る時期 に

　　就 て は，性的差異 の 漸で 述 べ た 如 く， 雌は頭胴長 120mm の 頃

　　で ある が 雄 は 少 しi廳れ て 130mm を越 え て か らで あ る。成熟體

　　の 分布状態は前 に 詳述 したか ち茲 に は繰 り返 さな い が ， 最後 に

　　著 者等の 注意 を惹い 九

　　 の は 鼠が相當に 年老 ひ

　 て 其頭 胴長 160　mm 以

第 　 　 壁 細胞智加 の 樣子 を

示 す ； A ， 頭胴長 6411コ11］； B ，

881 皿 m ； C
，
110mm

上 に 達 した もの に は 或

る程 度 の 細 胞の 減 少が

見 られ た 事で ある。 そ

れ で 老 年期の 材料 多數

に つ い て 更 に 注 意深 く

調べ た 結 果 ，こ の 減少

の 樣子が全 く不規 則 で

あ る事が わ か つ た 。 そ

の 減少 の 程 度 の 極 め て 僅 な もの か ら殆 ど全域 30 前

後の 數 に 減少 し て ゐ る もの もあ る。 しか もそれ が 必

す しも頭胴 長の 増加 と 相件 つ て ゐ な い
。 叉減 少 の 生

じて ゐ る 位置 も大 灣部附近 の もの ．噴門附近 の もの
，

食埴 ヒ皮部 と の 境に 近 い もの ，幽門 腺 の 分布區域 に

偏 した もの 等種 々 あつ て ， 一
定の 形式に まとめ る事

が 出來 な い の で あ る。第 4 圖は點 線 の 部 が 完全 な 胃

に 於て 40 以 上 の數の 存在 した區 域 で ある。そ し て

實 線 で か こ まれた 多 くの 區 域 は 周 圍が 減 少 した爲 め

島 の 如 く殘つ た 最大 數の 區域 を 示 した もの で ある。　 第 4 圖 老 年期に 於 け る 壁細胞 の 減少

圖 に 明 かな る 如 く， 全 くその 形 も位置 も程 度 も不規 　 　 欺勲 示 す

則 で あ る。

　　　　　　　　　　　　　　　　 考 　　　　 察

　人間の 胃 に 就 て 壁細胞 を定量 した BERGNER （
ノ341は 1

，
2 の 代表 的區域 を胃壁 に選定 し， そ

れ に 依 つ て 細 胞 を定量 して ゐ る の は 著者等 と同機で あ るが ， 定量 の 方法 は全 く異 つ て ゐ る。氏

は 顯微鏡の 硯野 を O．02　m 皿
t

と言ふ 單位 面積 に 縮少 す る爲 ， 中央に 直徑 4 皿 m の 穴 を有す る
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金屬の 板 を接眼 レ ン ズ の 中に 裝 置 した 。 そ して 此 單位面積の 中 に 含まれ る壁細胞の 數 を以 て

此 場所の 代表殖と した．多 くの 學 者に 認 め られ て ゐ る如 く，壁細胞は 淆化腺の 體部 rBodyl 　 va

最 も多量 に 存在 し，頸 部 ｛Neckl 及び 底部 IB。ttom ）に は比 較的少 L・・。郎ち鸚 細胞 は滔化 腺の

申 に 一・漾 な分布 を示 すの で は無い 。 それ故 に BERG ）
−
E ［1 の 如 く一小 罩位 面積 を切片 面上 に あ

て は め ， その 中の 細胞 を數 へ る場合 に は ，當然場所の 制 限 を加 へ るべ きで あ る．例 へ ば壁 細 胞

の 測量は淆化腺の 體部 〔Body ）の 所 に つ い て 行 ふ と言 ふ 風に
。 然 る に 氏の 論文 は こ の 點 に 少 し

もふれ て ゐ な い 。
’
しか る と きは腺 の 頸 部 ・

底部 に 單位 面積 をとつ た 場 合は當然體部 に と つ た

場 合 よ b細 胞の 數 は 少 V・笞で あ る。皀卩ち噺 くの 如 き方法 は 亨ROSOF （
i34 ’

）の 副 甲欺腺 の 細 胞定

量の 如 く， 腺全部 が 唯 1 つ の 細胞 よ 〃成 る揚合 ， 或は 叉 目的 の 細胞が 他 の 細胞の 聞に 均等 に

分 布 し て ゐ る時 に の み 用 ふ る べ き もの で ある。 しか も夊雄位面積が 小 さ くなれば な る程 、腺

の ど の 部分で 測量す べ きか が 大 きな要 素 とな り， 單位面 積が大 き くなれ ば なる程其 中に 淌化

腺 で な く他 の 組織例 へ ば 血 管 だ とか 筋粘 膜 だ とか が 入 つ て 來 て單 位面積の 眞 の 數値 を妨げ

る。又 成熟盟の 腺長 に 丁 度適當 した 大 き さの 單位面積は ， 著 者等の 如 く年齢的變化 を取 扱 ふ

場 合に は若 い 腺長 の 短 い 材料 に は不適 當 となる。著者等は 消化腺の 底 をなす筋粘膜上 に 單位

長 を定め ， こ の 軍位長を腺の 縱軸に 沼 つ て 底か ら頂 k で 移 動せ しめ て 單位畏の 幅の 中に 含ま

れ て 來 る壁細胞 の 數 を全 部 數 へ た の で ある 。言 ぴ換 へ れ ば ， 壁細胞は 消化腺の 底か ら頂 まで 全

部 數へ た の で ，唯そ の 幅 を一定 に した の で あ る。斯 くの 如 き方法が 實在す る細胞數 をその ま

ま現 し，しか も老 若如何な る材料 に も適 用す る事 は論 を俟た ない 。

　 次 に 成熟 體 の 胃に 於 て 小 灣部 で は 急激に 壁細 胞が淌失 し ， 大灣部で は 徐 々 に 減少 す る と述

べ た 。こ の 事 は BERG 跚 R 氏 の 人間 に 關す る觀察 と
一

致す る もの と思ふ 。脚ち氏 は 人間の 胃に

於 て は ， 小 灣部で は 胃角 に 於 て 突然的 に 胃體腺 ｛Body 　gland）カ1ら幽門腺 〔PNbri 。 暫1跚 d｝に

變化 し， 大灣部で は 胃膝 〔Knee ）の 附近 で 兩腺が 徐 λ に 交代 す る と述 べ て ゐ る。著者等 の 觀察

で は 小灣部上 に は壁細胞全 く無 く， 胃角 CAngle｝の 所 で 隻道上 皮か ら直 ちに 幽門腺に 變 つ て

ゐ る。 こ の 事は 幽門腺の 立 場 か ら言 へ ば 胃角 が その 絡點で ある事 は 入聞 の 胃 と
一致 す る わ け

で ある e そ し て 胃角 の 僅か下 の 第 4區で は 胃底腺 ｛Fandus　gland ｝は急速 に 幽門腺 に 變 じて

ゐ る。叉 大灣 に は 胃膝 （Knee 〕と稱 す べ き部 分 は認 め られ ない が ， 壁 細胞は徐 々 に減 少 して ゐ

る 。故 に 入聞の 胃と鼠の 胃と で は その 形 態が 著 し く異 るた め 多少 の 差 が 生 す る の で あ つ て
， 基

本的 に は同 じ歌態が認 め られ る と言 ふ 事が 出來や う。

　年齡的變化 に就 て は著者等の 概究 に於 て 大灣部の 第 鱒
，
11 區 が 常忙 細胞増加の 中心 とな り，

細 胞の 數 が成熟盟の 状態 に 先 づ 達す る の も矢張 bi比第 10 乃至 工1 の 兩區 で あつ た。直接か く

の 如 き變化 と比 較す べ き論文 を知 らなV ・が ，L ｛川
’22｝は猫 の 胃で 組織發 生 を研究 し，其報告

中に 壁細 胞は 大灣部上 に 先 づ 分化 し て 出現 す る と蓮 べ て ゐ る。此 事 は將來の 細胞 増 加の 樣 子

を想像 して 著 者等の 觀 察 と 相當 に 一致する事 を曙示 して ゐ る と思は れ る ．

　最後に老 年期 に見 られ た細胞の 減少で あ る 。
B ｝：RC ．x

−
E” は 人聞の 種 々 な病 的 胃に 於 て ， 胃に

何等 かiD疾病 が ある と き嬬そ の 附近 に 必す壁 細胞の 減少 が見 られ る事 を報告 し て ゐ る ． それ

は 肉眼酌 に は異歌 な く， 顯微鏡的 に 粘膜 の 肥大萎縮等 が 見 られ る程 の 輕 徴な異駄 に 依 つ て も

生ず る の で あ る。要 す る va　9 の 活動 力 が 内外種 々 の 原 因 に よつ て 妨害 され ， 叉 粘膜の 障害 を
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生 じた場 合に は，それ に 關聯 して 種 々 の 程 度の 壁細胞の 減少が見 られ る もの と思はれる 。著

者等 も幾 年期 の 鼠 で 粘膜の 障害の 爲 ， その 周 圍に著 し く壁細胞の 減少 した例 を持 つ て み る。而．

して 老年期 に 見 られた 細胞の減 夕が 極 め て 區 々 で ま とめ る事の 出來な V献 態で あつ た事は 前

に遽 べ た。總 て の 例 に 於 て 減少 しな い もの は無 か つ た の で あるか ら，．減少す る事 は確 信 し て

よい 。唯その 程度が 干差萬別なの で ある。即ち 多 くの もの が 減少 を柬 すが ， それが如何なる經

路 を經 て 如何 な る 順序で 減少 し て 行 くか をま とめ る 事 の 出來 ない 歌 態 を示 して ゐ る の で あ

る。故 に その 減少の 直接の 原 因はわか らない が
， 個 體の 生活 ， 食物 ∫疾病 ， 寄生蟲等種 々 の 原

因に よρ て 皆異 るの で あ らう． それ故此處 に は老年 に 逹 した もの で は色 a の 程度の 減少 を示

す と述ぺ る よ り致 しかたが 無い ．或は此事柄 は體の 嚢弱 と關聯 して 病 理 的の 聞題に はい るの
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の

で あつ て
， 年齢的變化の 正常 な コ ー

ス 以 外で あ るか もしれ ない 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　捕　　　　　要

　1｝ 臺灣に 普通 な野鼠の 1 種 コ キ バ ラ ネズ ミ の 胃に つ き壁細胞の 分布 を定量的に 融 した 。

　2｝ 胃全髓 の 蓮績切 片 を作 り豫め 胃壁 に 選 定 した 14の 場所 に つ い て 細胞を定量 した 。定量

の 方法 は，消化腺の 底筋粘 膜の 部分に 0ρ8mm の 單位長をと り，此 單位長の 上 に 存在 す る壁

細胞を淌化腺 の 縱軸 k二沼 つ て 底か ら頂 まで 全部数へ た。

　3｝ 域體 の 胃に 於 て は單位長上 に 40 乃 至 50 の 數値 を示 す主要分布區域が ．大灣部 を底邊

と し食道上 皮部 と の 境 を
一
邊 と し噴 門の 直 下 を頂 點 とす る が如 き三 角 形をなす。 そ し て こ め

三 角 形の 他 の 一邊 は幽門の 方 に 向つ て 凹み ， しか もこ の 邊 に 於て 壁細胞は
一

小灣部 で は 急

速 に
， 大灣部 で はdekrc一 その 數を減 少 し て 零 に逹 し幽門腺 と移 り變 る ，

　4） 胃の 背腹爾壁聞及び雌鮭 の 間に 差異 を認 めす e 唯成醴の 分布 を示 す re至 る時期 は ， 雌 で

は頭 胴長 120m 皿 以 後 で あ るが ， 雄 は 少 し く遲れ 130mm に 至 つ て か らで あ る
。

　5） 壁 細胞は生後 1週 間頃 よ り分化 出現 しは じめ ， 離 郛期 に は完全 な もの が 存在す る。細胞

は大 灣部 の 第 11 乃至第 1  の 爾 區 を中心 と し て その 數 を噌加 し，
一方 は 大灣に 沿つ て 幽門 の

方 に ，他方は 食道上 皮 と の 境に 潸つ て 噴門 の 方へ と墸加の 波が 波及 して 行 く。

　 6） 老 年期 に 於て は程度は 千差萬別で あるが 壁細胞の 減少が見 られ る。

　絡 りに 臨 み文獻 を御惠與 下 された 傳染 病研 究夙 長醫學博 士宮 川米 次氏 に 封 し深 く感謝す．
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